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神奈川県立総合教育センター研究集録 35:9～18.2016     

 

単元における評価規準の設定に関する研究(最終報告) 

－ 関心・意欲・態度を育てるために － 

 

森 本 タ エ１    渡 辺 良 勝２       

現在、児童・生徒に｢生きる力｣を育成するために、学習指導の充実が求められ、学習評価を踏まえた授業づ

くりが進められている。本研究では、「関心・意欲・態度」の観点に重点を置き、妥当性・信頼性の高い学習

評価を行うための手立てを探った。研究１年目に作成した｢学習評価計画表｣に基づき、授業参観や聞き取りを

行った結果、単元を見通し、目標を明確にして授業づくりを行うことが有効であることが分かった。 

 

はじめに 

 

平成 21年に文部科学省委託調査「学習指導と学習評

価に対する意識調査」が実施され、全国の小・中・高

校の教員及び保護者に児童・生徒の学習指導と学習評

価に関する意識調査が実施された。そして、平成 22年

１月に「学習指導と学習評価に対する意識調査報告書」 

(財団法人日本システム開発研究所 2010 以下「調査

報告書」という。)がまとめられ、「観点別学習状況の

評価を円滑に実施できているか」の問いに対し、特に

「関心・意欲・態度」、「思考・判断」に関する評価に

おいて、「そう思わない」、「あまりそう思わない」と回

答した教員の割合が高い数値を示した。 

平成 22年３月には、中央教育審議会において「児童

生徒の学習評価の在り方について（報告）」（以下、「報

告」という。）がまとめられ、学習評価を通じて学習指

導の充実を図ることが示された。また、「教育振興基本

計画」（文部科学省 2013）において、「変化の激しい社

会を生き抜くことができるよう，『生きる力』を一人一

人に確実に身に付けさせることにより，社会的自立の

基礎を培う」ことが、「主として初等中等教育段階の児

童生徒等を対象にした取組」として挙げられている。

学習指導要領においても、「生きる力」の育成を実現で

きる授業の実践を行うことが大切であることが示され

ている。 

神奈川県では、学習評価について理解を図る取組と

して、平成 24年３月に、リーフレット「確かな学力を

育てるために －学習評価を踏まえた授業づくりの道

すじ－」が作成され、教職員と保護者に配付された。

そして、平成 25年３月には、授業づくりや学習評価の

更なる充実に向けて、「リーフレット解説編」が作成さ

れ、県内の公立小・中学校の全教員に配付された。こ

のように、国や本県で、学習評価を踏まえた授業づく

りを定着するための取組が進められてきている。 

そして、平成 26年に本県の教員の学習評価に対する 

 

意識や課題を具体的に把握することを目的とし、総合

教育センターにおいて、「学習評価に関するアンケー

ト」を実施した。その結果、「『関心・意欲・態度』の

評価をする際、難しいと感じることがある」の設問に、

「当てはまる」、「どちらかというと当てはまる」と回

答した教員の割合が、小学校で 83％、中学校で 73％と

高い数値を示した。そして、教員から「関心・意欲・

態度」の学習評価に難しさを感じる理由について、「評

価のための情報を収集・分析する時間がとれない」、「評

価の方法がよく分からない」などが挙げられた。また、

教員が児童・生徒を評価する際に見取る方法について

は、「児童・生徒が記述した、レポートやノート、ワー

クシートの内容」と回答した割合が最も高い数値を示

している。しかし、具体的にレポートやノート、ワー

クシートのどのような内容を見取っているのかの設問

には、「指定した分量を書いているか」、「分量を多く

書いているか」、「板書してあるものを全て書いている

か」などの回答があった。このことから、「関心・意欲・

態度」を見取る評価の方法は適切であるが、見取って

いる内容は、学習指導要領に示された目標に照らして

行われていないことが分かった。また、「書かれた分量」

という結果のみで見取っている傾向があり、このこと

から、評価が指導にいかされていないことが考えられ

る。 

そこで、本研究では、課題が見られた「関心・意欲・

態度」の観点に重点を置き、学習評価を踏まえた授業

づくりを行うための手立てを追究することにした。 

また、本県全体で学習評価に関する課題を共有する

ため、神奈川県教育研究所連盟（以下、「県教連」とい

う。）加盟機関との連携により研究を推進し、研究の成

果を広げることとした。 

本稿は、平成 26・27年度の２年間にわたる研究の取

組と成果をまとめた最終報告である。 

 

研究の目的 

 

平成 17年に中央教育審議会「我が国の高等教育の将

来像（答申）」において、「これからの時代は『知識基
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盤社会』である」と示された。そして、これからの社

会を生き抜くためには、「自ら学び、考え、行動する力」

である「生きる力」の育成が必要であるとされた。こ

の｢生きる力｣は、１単位時間の授業だけで身に付くも

のではなく、中・長期的に育成されるものである。そ

して、児童・生徒の｢生きる力｣を育成においては、「児

童・生徒に身に付けさせたい力」が定着しているかど

うかを、教員が見取るための評価規準が重要である。 

そこで、本研究は、単元における評価規準を明確に

することにより、学習評価の妥当性や信頼性を高め、

学習評価を踏まえた授業づくりを推進するための具体

的な手立てを見いだすことを目的とした。   

 

研究の内容 

 

１ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の理由 

現在行われている学習評価は、国立教育政策研究所

が作成した「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善

のための参考資料」（国立教育政策研究所 2014 以下、

「参考資料」という。）において示されている、「学習

指導要領に示す目標に照らしてその実現状況をみる評

価（目標に準拠した評価）」に基づいて行われている。

この目標に準拠した評価を着実に実施するためには、

「各教科の目標だけでなく，領域や内容項目レベルの

学習指導の狙いが明確になっている必要がある」と示

されている。この「学習指導の狙い」を実現した具体

的な児童・生徒の姿を想定したものが評価規準である。

評価規準を明確にすることで、学習評価の着実な実施

につながる。そこで、研究テーマを「単元における評

価規準の設定に関する研究」とした。 

また、「関心・意欲・態度」の学習評価は「参考資料」

において、「他の観点に係る資質や能力の定着に密接に

関係する重要な要素」であると示されている。しかし、

「関心・意欲・態度」の評価内容に対する理解が不十

分であることや見取る方法に難しさを感じていること

などの課題が見られる。そこで、サブテーマを「関心・

意欲・態度を育てるために」とし、授業づくりの手立

てを考えることとした。 

(2) 「関心・意欲・態度」の学習評価の考え方 

 「関心・意欲・態度」の学習評価の考え方について

は、｢報告｣の「４．観点別学習状況の評価の在り方に

ついて」において、次のように示されている。 

 

 

 

「関心・意欲・態度」の学習評価は、児童・生徒が

既に身に付けている力を評価するのではない。学習内

容において、児童・生徒に身に付けさせたい「関心・

意欲・態度」の力を設定し、ねらいを持って育て、育

った力を評価するのである。決して挙手の回数や忘れ

物の有無、授業の取組や学習規律等のみで判断するも

のではない。 

(3) 本研究の学習評価の考え方 

 学習評価については、「報告」において「観点別学習

状況の評価は，指導要録に記録するためだけでなく，

きめの細かい学習指導と児童生徒一人一人の学習内容

の確実な定着を図るため，日常の授業においても適切

に実施されるべきものである」と示されている。観点

別学習状況の評価の実施により、「記録に残す評価」だ

けを行うのではなく、授業中に「児童・生徒に身に付

けさせたい力」が定着しているか見取り、評価したこ

とを次時以降の学習活動にいかす「指導にいかす評価」

も行うとされている。学習評価を踏まえた授業づくり

の手立てを追究する本研究においては、学習評価を「指

導にいかす評価」と位置付けた。 

 

２ ２年間の研究の概要 

(1) 研究１年目の取組 

 研究１年目の平成 26年度は、現在行われている目標

に準拠した評価や観点別学習状況の評価について、実

施状況や調査内容を把握、分析して課題を整理した。 

また、本県の教員の学習評価に対する意識や課題を

具体的に把握することを目的とし、「学習評価に関する

アンケート」を実施した。県教連加盟機関の協力を得

て、鎌倉市、愛川町、平塚市の教育研究所に依頼し、

小・中学校 42 校（762名）で、教員の学習評価の実態

調査を行った。そして、結果の集計、分析を行い、学

習評価の現状や実態を把握した。その結果、「関心・意

欲・態度」の見取りに難しさを感じていることや、評

価の内容が曖昧になっていることなどの課題が明らか

になった。また、単元の終わりのみで「児童・生徒に

身に付けさせたい力」が付いたかどうかを評価する傾

向があることも分かった。 

そして、学習活動の様子から学習評価の現状を把握

することを目的として、鎌倉市立深沢中学校(以下、「深

沢中学校」という。) と愛川町立愛川中学校(以下、「愛

川中学校」という。)の協力を得て、授業参観や研究会

での指導・助言を通して、情報収集を行った。 

これらの取組から得られた情報を基に、リーフレッ

ト「学習評価を踏まえた授業づくりのために」を作成

し、県内の公立小・中学校に配付した。リーフレット

には、「関心・意欲・態度」の学習評価を行うときに難

しさを感じている要因を３点に整理し示した。 

 

 

 

 

 

 

各教科が対象としている学習内容に関心をもち，

自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を児童生徒

が身に付けているかどうかを評価するもの 
○何を評価するのかという「学習評価の内容」が曖

昧である。 

○いつ評価するのかという｢学習評価の場面｣が曖昧

である。 

○具体的にどのように評価するのかという｢学習評

価の方法｣が曖昧である。 
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そして、この３点を踏まえ、単元を通して授業づく

りを行う具体的な手立てとして、「学習評価計画表」を

作成した。ねらいや構成等の詳細は後述する。 

(2) 研究２年目の取組 

研究２年目となる平成 27 年度は、深沢中学校、愛川

中学校に加えて、愛川町立半原小学校（以下、「半原小

学校」という。）と愛川町立田代小学校（以下、「田代

小学校」という。）２校の協力を得た。１年目に作成し

た「学習評価計画表」を使用した授業づくりを提案し、

指導案検討や授業参観、研究会を通して、学習評価を

踏まえた授業づくりの現状についての情報収集や指

導・助言を行った。 

研究を進める中で、「関心・意欲・態度」を育てる授

業づくりを行うためには、単元目標を明確にすること

と、教員が単元の見通しを持って学習評価の「観点」

から授業づくりを行うことが重要であると考えた。ま

た、児童・生徒においても、見通しを持って学習を行

うことや学習の振り返りを行うことが重要であること

を見いだした。「平成 27年度 全国学力・学習状況調査

 調査結果のポイント」（文部科学省 国立教育政策研

究所 2015）においては、各教科の学習の中で振り返

りを行うことで、判断の根拠を明らかにすることや、

表現することがより的確な説明になることなどが考え

られると示されている。これらのことから、児童・生

徒が使用する「学習振り返りシート」を作成した。 

次に、２年目の取組の詳細について述べる。 

 

３ 学習評価の妥当性や信頼性を高める手立て 

(1) 学習評価計画表 

ア ねらい 

 「学習評価計画表 例①」(第１図)は、「授業をする

教員」（以下、「授業者」という。）が、単元に入る前に、

見通しを持って単元構想するための作業用シートであ

る。「児童・生徒に身に付けさせたい力」を、単元を通

してどのように積み重ね定着させるかという学びの過

程を、授業者が意識することをねらいとしている。 

イ 構成 

構成は、次のとおりである。 
 
 
 
 
下段の「単元の流れ」の構成は、次のように考える。 
 
 
 

 

 

 

 

学習評価計画表                 【教員用】 

単元名： 場面の様子に着目して読み、登場人物の気持ちを想像しよう「一つの花」 

 

単元目標 

場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の気持ちの変化、情景などについて、叙述を

基に想像して読むことができる。 

単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

登場人物の人物像、時代背景

などを捉えることで物語に関

心を持っている。 

登場人物の心情の変化を読み

取り物語の内容に迫る楽しさ

を感じながら、文章を読もう

としている。 

出征の前後や戦争から十年の

年月が過ぎるなど、場面の移

り変わりに注意しながら、登

場人物の心情や情景の変化な

どについて、叙述を基に想像

して読んでいる。 

「一つだけ」という言葉

には、登場人物や作者の

思いを表す働きがあるこ

とに気付いて、文章を読

んでいる。 

単元の流れ 

時 観点 具体的な子どもの姿 学習活動 評価方法 

１ 
読 教科書の文章や資料から時代背景を

捉えることができる。 

初発の感想を書く。 点検 

２ 読 
全文の大まかな流れを捉えることが

できる。 

場面の様子や流れを

捉えながら通読する。 

確認 

３ 読 
戦時下の生活の厳しさを読み取るこ

とができる。 

ノートに戦時下の生

活について書く。 

点検 

４ 読 

お父さんの会話文から、ゆみ子に対す

る気持ちを読み取ることができる。 

ノートにゆみ子に対

するお父さんの気持

ちを書く。 

点検 

５ 
関

読 

出征前のお父さんの様子と周りの様

子を対比して、お父さんの気持ちを考

えることができる。 

ノートに周りの様子

との対比から分かる、

お父さんの気持ちを

書く。 

点検 

６ 読 

一つの花をゆみ子に渡す前と後のお

父さんの気持ちが変化した理由を考

えることができる。 

ノートにお父さんが

最後に笑った理由を

書く。 

点検 

７ 読 

第一場面と第五場面を対比し、お母さ

んとゆみ子の暮らしぶりから、時代の

変化に気付くことができる。 

ノートに場面を対比

し、変化した様子を書

く。 

点検 

８ 
関 

言 

作品に込められた作者の思いを捉え

ることができる。 

ノートに「一つだけ」

に込められた作者の

思いを書く。 

分析 

９ 
読 ゆみ子への手紙を書くことができる。 ゆみ子への手紙を書

く。 

確認 

10 読 

手紙を読み合うことで、自分の書いた

手紙の特徴が分かる。 

 

手紙を読み合う。 

ノートに手紙を読ん

だ感想を書く。 

分析 

ここでは、【確認…確かめる、点検…ポイントを見取る、分析…内容を細かく見取る】とする。 

第１図 学習評価計画表 例① 

ウ 記入手順と使用方法 

 記入手順は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作成した「学習評価計画表」の使用方法を、次のよ

うに整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

○「学習評価計画表」を基に授業を行う。 
○児童・生徒が目標を実現した「具体的な子どもの

姿」になっているか見取り、評価する。 

○児童・生徒が目標を実現していないときは、目標

を実現するように手立てを講じる。 

○児童・生徒の実態に合わせて、次時以降の学習活

動を検討し、必要に応じ学習内容を変更する。 
 

○上段に、「単元名（題材名）」と「単元目標」の記

入欄を設定した。 
○中段に、「単元の評価規準」の記入欄を設定した。 
○下段に、「単元の流れ」の記入欄を設定した。 

①「単元名（題材名）」を記入する。 
②学習指導要領及び学習指導要領解説の目標や内

容、教科書の内容、児童・生徒の実態などを踏ま

えて、「単元目標」を設定し記入する。 
③「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のため

の参考資料」を参考にして、単元の評価規準を設

定し記入する。 
④「児童・生徒に身に付けさせたい力」が定着した、

単元の終わりの目標を実現した「具体的な子ども

の姿」を設定し記入する。 
⑤単元の終わりの「具体的な子どもの姿」にするた

めの、学習活動を積み重ねる単元の流れを記入す

る。 
 

○評価の「観点」を設定する。 
○「観点」から、目標を実現した「具体的な子ども

の姿」を設定する。 
○「具体的な子どもの姿」にするための「学習活動」

を設定する。 
○「児童・生徒に身に付けさせたい力」が定着した

かを見取る「評価方法」を設定する。 

 
 

 
 

記入手順① 

記入手順② 

記入手順③ 

記入手順④ 

記入手順⑤ 
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エ 期待される効果 

｢学習評価計画表｣を使用することで、次のような効

果が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学習振り返りシート 

ア ねらい 

 「学習振り返りシート 例①」（第２図）は、児童・

生徒が１単位時間の授業の最後に、学習を通して分か

ったことや感じたこと振り返り、記入するためのシー

トである。「学習振り返りシート」のねらいは３点ある。

１点目は、児童・生徒が毎時間の本時目標を確認する

ことで、見通しを持って学習に取り組むことである。

２点目は、児童・生徒が、自身の学習の振り返りをす

ることである。３点目は、授業者が、児童・生徒の学

習への取組状況や関心、意欲の変容を見取り、授業改

善につなげることである。 

イ 構成 

構成は、次のとおりである。 
 
 
 
 

 

ウ 記入手順と使用方法 

 記入手順は、次のとおりである。 

 

 

 

 

｢本時目標｣は、児童・生徒が見通しを持つために、

単元の初めに書くことが望ましい。しかし、各教科の

特性や児童・生徒の実態によって、１単位時間の初め

や途中で追記しても良いこととした。また、「学習振り

返りシート」の使用方法を、次のように整理した。 

 

 

 

 

児童・生徒は「今日の学習で分かったこと・感じた

こと」を、｢本時目標｣と照らし合わせながら記入する。

授業者は、児童・生徒が「本時目標を実現しようとし

ているか」、「前時までの記述を振り返り、それらを踏

まえて記述しているか」、「学習した内容に対する関

心・意欲が表れているか」などを見取り評価する。授

業者は、児童・生徒の記述に対し、コメントの記述や

下線を引くなどすることで評価した内容を伝える。 
学習振り返りシート                  【児童用】 
単元名：場面の様子に着目して読み、登場人物の気持ちを想像しよう「一つの花」 

 

単元目標 

場面のうつりかわりに注意しながら、登場人物の気持ちの変化や場面の様子について、文章

に書いてあることをもとに想像して読むことができる。 

単元の流れ 

時 本時目標 今日の学習で分かったこと・感じたこと 

１ 

「一つの花」の時代の様子が分かる。  
 

２ 

物語の大まかな流れが分かる。  
 

３ 

戦争のころの生活の様子が分かる文

章を見付けることができる。 

 
 

４ 

お父さんの会話文から、ゆみ子に対す

るお父さんの気持ちを考えることが

できる。 

 
 
 

５ 

出せい前のお父さんと周りの様子を

くらべて、お父さんの気持ちを考える

ことができる。 

 
 

６ 

お父さんの気持ちの変化の理由を文

章をもとに考えることができる。 

 
 
 

７ 

第一場面と第五場面をくらべて、お母

さんとゆみ子の暮らしの変化が分か

る文章を見付けることができる。 

 
 
 

８ 

「一つの花」に込められた作者の思い

を考えることができる。 

 

 
 
 

９ 

ゆみ子への手紙を書くことができる。  
 

10 

手紙を読み合うことで、自分が書いた

手紙と同じところやちがうところを

見付けることができる。 

 
 
 

第２図 学習振り返りシート 例① 

エ 期待される効果 

｢学習振り返りシート｣を使用することで、次のよう

な効果が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習評価を踏まえた授業づくりの事例 

 本稿では、調査研究協力校における「学習評価計画

表」と「学習振り返りシート」を使用した学習評価を

踏まえた授業づくりの事例から、小学校の「国語科」

と中学校の「数学科」の事例の一部を紹介する。 

(1) 小学校国語科（第２学年）の事例 

ア 単元名(教材文名）  

登場人物に宛てたお手紙を書こう（「お手紙」）

 
 

○上段に、「単元名（題材名）」と「単元目標」の記

入欄を設定した。 
○「本時目標」の記入欄を設定した。 
○児童・生徒が記入する、「今日の学習で分かったこ

と・感じたこと」を設定した。 

 
 

○児童・生徒は、単元でどのような力を身に付ける

のか意識できる。 
○児童・生徒は、１枚のシートに記述することで、

振り返りを習慣付けることができる。 

○児童・生徒は、自分自身の育ちを自覚できる。 
○授業者は、児童・生徒の育ちが分かる。 
○授業者は、児童・生徒の記述から、つまずきや学

習内容への関心・意欲などを把握できる。 

○授業者は、次時以降の授業内容を検討し、授業改

善につなげることができる。 

 

① 「学習評価計画表」を基に、「単元名（題材名）」、

「単元目標」を記入する。 
② 「学習評価計画表」を基に、「本時目標」を記入

する。 

○児童・生徒は、「今日の学習で分かったこと・感じ

たこと」を 1単位時間の終わりに記述する。 
○授業者は、児童・生徒の記述内容を確認し、評価

する。 

○常に単元目標や本時目標、評価規準を意識するこ

とにより、学習評価を踏まえた授業づくりを行う

ことができる。 

○目標を実現した｢具体的な子どもの姿」を中心に、 

｢単元の流れ｣を構想することにより、児童・生徒

の実態に合った授業づくりを行うことができる。 

○｢関心・意欲・態度｣の観点は、他の観点と同様、

学習活動で「児童・生徒に身に付けさせたい力」

であることを、授業者が意識できる。 

○各時間に見取る評価の「観点」を明確にすること

で、「関心・意欲・態度」の観点と他の観点の関わ

りが明確になる。 

 

 

記入手順① 

記入手順② 

児童・生徒が記述す

る。 

教員が「コメントを

記述する」等、評価

する。 
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 学習評価計画表                                       【教員用】 

単元名：登場人物に宛てたお手紙を書こう「お手紙」 
 

単元目標 

・場面の様子を登場人物の行動に気を付けて読み、想像を広げながら読んでいる。 

・場面の様子・行動・挿絵の表情から想像したことや考えたことを書くことができる。 

単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

物語の世界に興味を持ち、登場人

物の気持ちについて想像を広げ

ながら読もうとしている。 

・場面の様子を登場人物の行動に気を付けて、想像

を広げながら読んでいる。 

・文章の内容と自分の経験を結び付けて、自分の思

いや考えをまとめている。 

・場面の様子や登場人物の気持ちを感じ取りなが

ら、登場人物に宛てた手紙を書くことができる。 

・主語と述語との関係に注意して読

んでいる。 

単元の流れ 

※下線は総合教育センター 

第３図 学習評価計画表 例②  

イ 単元目標 

・場面の様子を登場人物の行動に気を付けて読み、

想像を広げながら読んでいる。 

・場面の様子・行動・挿絵の表情から想像したこと

や考えたことを書くことができる。 

ウ 国語への関心･意欲・態度 

物語の世界に興味をもち、登場人物の気持ちについ

て想像を広げながら読もうとしている。 

エ 「学習評価計画表」から見られる単元構想 

「学習評価計画表 例②」（第３図）を見ると、「国

語への関心・意欲・態度」の評価規準では、単元の始

めに「物語の世界に興味」を持ち、学習を積み重ねる

ことにより、児童が「想像を広げながら読もう」とす

るよう構想している。このことは「関心・意欲・態度」

の学習評価を９、10、11時間目に設定していることか

らも、授業者の意図が分かる。また、９時間目は、８

時 観点 具体的な子どもの姿 学習活動 評価方法 

１  

全文を読んで、学習の見通しを持つこ

とができる。 

 

・手紙をもらった経験を話合う。 

・教材文に興味をもって話合ったり聞いたりする。 

・初発の感想を書く。 

点検 

２ 言 分からない言葉の意味を知る。 ・分からない言葉の意味を友達と話し合いながら、確認する。 確認 

３ 読 

登場人物の性格や特徴を掴み、がまく

んとかえるくんの会話を確認すること

できる。  

・登場人物の性格や特徴について話し合う。 

・がまくんとかえるくんの会話を確認する。 点検 

４ 読 

物語を４つの場面に分け、構成を知る

ことができる。 

 

 

・挿絵や場所に着目して場面を分ける。 

１玄関前    ２かえるくんの家  

３がまくんの家 ４玄関の前  

・登場人物の様子について話し合う。 

点検 

 

５ 読 

二人の会話を音読することを通して、

二人が悲しんでいる気持ちを感じ取る

ことができる。 

・がまくんとかえるくんの気持ちを考えながら読む。 

・二人に掛けたい言葉をワークシートに書く。 点検 

６ 
読 

言 

２の場面を音読することを通して、か

えるくんの気持ちを感じ取ることがで

きる。 

・かえるくんの行動をワークシートに書く。 

・かえるくんに掛けたい言葉をワークシートに書く。 点検 

７ 読 

３の場面（前半）を音読することを通

して、二人の気持ちの違いに気付くこ

とができる。 

・かえるくんとがまくんの行動や会話文から二人の気持ちを考

える。 

・がまくんとかえるくんに掛けたい言葉をワークシートに書く。 

点検 

８ 

 
読 

３の場面（後半）を音読することを通

して、がまくんの気持ちの変化に気付

くことができる。 

・がまくんの気持ちが変わったところはどこか考える。 

・がまくんに掛けたい言葉をワークシートに書く。 点検 

９ 
読 

関 

１の場面と４の場面の挿絵を比べる

活動を通して、二人の「幸せな気持ち

に」について考えることができる。 

・１の場面と４の場面の挿絵の表情を比べて、二人の幸せな気

持ちに気付く。 

・二人はどんな話をしているのか、考えて書く。 

点検 

10 
読 

関 

登場人物にお手紙を書くことができ

る。 

・がまくん、かえるくんのどちらかに宛てた手紙を書く。 
分析 

11 関 
書いた手紙を気持ちを込めて読むこ

とができる。 

・書いた手紙を発表し合う。 
分析 
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 学しゅうふりかえりシート                         名前 

たんげん名：かえるくんやがまくんにお手紙を書こう「お手紙」 
 

たん元目ひょう 

かえるくんやがまくんのしたことや思ったことを考えて読むことができる。 

たん元のながれ 

時 きょうのめあて きょうのべんきょうで分かったこと・気づいたこと 

１ 
「お手紙」を読んで、考えたことや

思ったことを書くことができる。 

がまくんが一回もお手紙をもらったことがないから、かえるくんがお手

紙をあげたから、二人はすごくなかよしだなあと思いました。 

２ 
分からないことばのいみを知る。 親あいのいみが分からなかったけど、親あいのいみは、なかのよさをか

んじているといういみがはじめて分かりました。 

３ 

とうじょうじんぶつのせいかくや

とくちょうが分かる。 

がまがえるくんはとってもやさしいなあと思ってたけど、すなおなせい

かくもあるけど、じつは、めんどくさがりやだとお手紙を読んではじめ

て分かりました。 

４ 
四つのばめんにわけ、おはなしのな

がれが分かる。 

やっぱり四つのばめんにわけると、おはなしのながれも分かるから読み

やすいのが分かりました。 

５ 

二人のしたことが分かり、それぞれ

の気持ちを考えて読むことができ

る。 

スイミーのときみたいにひさしぶりにお手紙を書いたのでたのしかっ

たです。あと、じぶんが読んでると、がまくんとしゃべっているみたい

のが分かりました。 

６ 
かえるくんのしたことが分かり、気

もちを考えて読むことができる。 

かえるくんががまくんにお手紙を書いたのがすごくやさしいなあと思

いました。 

７ 
二人のしたことが分かり、気持ちを

考えて読むことができる。 

かえるくんががんばっている気もちが伝わりました。 

８ 
手紙をまつ二人の気もちを考えて読

むことができる。 

がまくんがお手紙もらったことないから，お手紙きくのがうれしかった

のかなあと思います 

９ 
手紙がとどいたときの二人の気も

ちを考えて読むことができる。 

もうがまくんの手紙がとどいたときは、ゲコゲコとわらっていたんじゃ

ないかなと思いました。 

10 
がまくんやかえるくんに手紙を書

くことができる。 

じぶんが思ったことを、はっきりとぜんぶ言えたから楽しかったしうれ

しかったです。 

11 
気もちをこめて書いた手紙を読む

ことができる。 

がんばってというとこは、強めに読んだりくふうしてみたけど、やっぱ

りものたりないから、またこういうきかいがあればなと思いました。 

※下線は総合教育センター 

第４図 学習振り返りシート 例②

時間目までの学習活動で、がまくんとかえるくんの特

徴を捉え、会話や行動から二人の気持ちを考えている。

それを踏まえ、10、11時間目は、がまくんやかえるく

んに手紙を書き、気持ちを込めて読むことで、二人に

対する児童の思いを表出させるように構想している。 

オ 「学習振り返りシート」による評価 
本単元で児童が記述した「学習振り返りシート 例

②」（第４図）から、目標を実現した「具体的な子ども

の姿」について考察する。 

１時間目から３時間目を見ると、この児童は、「きょ

うのめあて」を実現したかどうか意識していることが

分かる。 
９時間目では、８時間目までの学習で、がまくんの

気持ちを考えたことを踏まえて、がまくんが笑ってい

る様子を想像を広げながら読んでいる。９時間目の記

述だけ見ると想像で記述しているように見える。しか

し、前時までの記述を確認すると、叙述を基に二人の

気持ちを捉えており、９時間目は、それらを踏まえて

想像を広げて読んでいると捉えることができる。 
10時間目では、自分の思いを「はっきりとぜんぶ言

えた」ことへの喜びを記述している。前時までは、物

語の内容を中心にした記述であった。それが、単元の

学習に対する自分自身の思いの記述へ変容しているこ

とが捉えられる。 
11時間目では、自ら考えた読み方をしようという態

度が見られる。そして、その読み方について｢やっぱり

ものたりない｣と記述している。自分自身の学習活動の

振り返りをしていると捉えられる。そして、「またこう

いうきかいがあればな」と、次の学習への意欲へつな

がる記述がされている。 
日々の学習活動により、児童は変容している。しか

し、授業者が一人ひとりの児童の変容を授業中の見取

りのみで把握することは難しい。「学習振り返りシー

ト」は、授業者が児童の様子を振り返る手立てとなり、

児童の変容を捉えるためには丁寧に確認する必要があ

る。 
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 学習評価計画表                                          【教員用】 

単元名： 二次方程式 

 

単元目標 

・二次方程式の解の意味や解く方法を理解する。 

・解の公式を理解して二次方程式を解くことができる。 

・具体的な問題で数量の関係をとらえて二次方程式をつくり、問題を解決することができる。 

単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方  
数学的な技能 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 

・二次方程式の解の公式に興

味を持ち、その導き方を考

えたりそれを用いて二次方

程式を解いたりしようとし

ている。 

・具体的な場面で数量の関係を

捉え、二次方程式を作ること

ができる。 

・二次方程式の解の適否につい

て考察することができる。 

・解の公式を用いて二次方程

式を解くことができる。 

・いろいろな二次方程式を解

くことができる。 

・二次方程式とその解の意味

を理解している。 

・解の公式を用いた二次方程

式の解き方を理解してい

る。 

単元の流れ 

時 観点 具体的な子どもの姿 学習活動 評価方法 

１ 
関 

知 

二次方程式がどんなものかを理解で

きる。 

周の長さが 24mの長方形をいくつか作り、面積が 32㎡になるこ

とを考える。 
確認 

２ 技 
音声トレーニングを使って、平方根の

考え方を理解することができる。 

平方根の考えを使って、ax²＋c＝0の形をした二次方程式を解く。 
確認 

３ 技 
平方根の考えを使って、二次方程式を

解くことができる。 

平方根の考えを使って、（x＋▲）²＝●の形を解く。 
点検 

４ 考 

ax²＋ｂx＋c＝０の形をした二次方程

式を、平方の形の式に変形し、解の公

式を求めることができる。 

比較プリントを使い、二次方程式の解の公式を導く。 

点検 

５ 
知 

技 

解の公式を覚え、実際に a、b、c に値

を代入して解くことができる。 

解の公式を利用して、ノートに二次方程式を解く。 
確認 

６ 技 
「AB＝０ならば A＝０または B＝０」で

あることを利用して解を求める。 

因数分解を利用して、ノートに二次方程式を解く。 
確認 

７ 
考 

関 

いろいろな方法で二次方程式を解く

ことができる。 

二次方程式をどの方法で解けばよいかを考え、ノートに適切な

方法で解く。 
分析 

８ 考 

方程式の解がそのまま答えになるとは

限らない場合があることを理解するこ

とができる。 

具体的な問題を、二次方程式を利用して解決する。 

分析 

※下線は総合教育センター 

第５図 学習評価計画表 例③

(2) 中学校数学科（第３学年）の事例 

ア 単元名  

二次方程式 

イ 単元目標 

・二次方程式の解の意味や解く方法を理解する。 

・解の公式を理解して二次方程式を解くことができ 

る。 

・具体的な問題で数量の関係をとらえて二次方程式

をつくり、問題を解決することができる。 

ウ 数学への関心・意欲・態度 

二次方程式の解の公式に興味を持ち、その解き方を

考えたりそれを用いて二次方程式を解いたりしようと

している。 

エ 「学習評価計画表」から見られる単元構想 

「学習評価計画表 例③」（第５図）を見ると、１時

間目から６時間目まで、二次方程式を解く方法や特徴

の知識を得て、問題を解く技能を身に付けさせるよう

に構想している。そして、７時間目に「いろいろな方

法で二次方程式を解くことができる」という、目標を

実現した「具体的な子どもの姿」を想定している。７

時間目に「関心・意欲・態度」の評価の観点を見取る

ために、他の観点を踏まえた学習活動の積み重ねが重

要であることを授業者は意識していることが分かる。 

オ 「学習振り返りシート」による評価 

本単元で生徒が記述した「学習振り返りシート 例

③」（第６図）から、目標を実現した「具体的な子ども

の姿」について考察する。 

７時間目は、「まず」、「できなかったら」、「偶数だっ

たら」、「奇数だったら」という生徒の記述があり、問

題が解けない場合は、次はこの方法で解こうという見 
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 学習振り返りシート                         名前 

単元名：二次方程式 
  

単元目標 

・二次方程式の解の意味や解く方法を理解する。 

・解の公式を理解して二次方程式を解くことができる。 

・具体的な問題で数量の関係をとらえて二次方程式をつくり、問題を解決することができる。 

単元の流れ 

時 本時目標 今日の学習で分かったこと・気付いたこと 

１ 

二次方程式がどんなものかを理解す

る。 

解き方が分かれば簡単だけど、めんどくさいなと思いました。また、左

辺に移行した時の形が、展開の乗法公式に似ていたので、乗法公式みた

いなのがあってそれに当てはめてやるのかなと考えました。 

２ 

平方根の考えを使った解き方をマス

ターする。① 

一応マスターできたと思います。でも、スピードが遅いからもっと早く

できるようにならないとと思うと、有理化を忘れないようにしないとい

けないなと思いました。また、展開をしないというのも気を付けないと

いけないなと思いました。 

３ 

平方根の考えを使った解き方をマス

ターする。② 

５分間チェックをやってみて、やり方は理解しているのに符号ミス、約

分忘れが多く時間も間に合わなかった。慣れるまでは途中式を書いてミ

スを減らし、数をこなしてスピードも上げれるようにします。 

４ 

ax²＋ｂx＋c＝０を解く。 解の公式をやる前に問題を解いたときに解けなかったやつが、解の公式

を使ってやってみたらすぐに解けて驚きました。公式は少しややこしい

けど、慣れれば計算スピードは確実に上がるなと思いました。 

５ 

解の公式を使って解く。 公式に「－」や２乗が含まれていることに気をつけなくてはいけないな

と思いました。また、素因数分解や約数もできたらしなくてはいけない

から、公式を使ってやっても気を付けることはたくさんあるから見直し

をしっかりしようと思いました。 

６ 

因数分解を使って解く。 （ ）（ ）の形にしたときに、その中の符号を変えた数が解になって

いるなと思いました。また、x＝0 を書き忘れたりテストで焦ってして

しまったりしそうなので、見直しをしっかりして気をつけなくてはいけ

ないなと思いました。x で割ってはいけなくて、x でくくらなくてはい

けないのは注意しようと思いました。 

７ 

いろいろな方法で二次方程式を解

く。 

テストで解の公式で解きなさいなどの指定がなければ、まず因数分解

を考えて、できなかったら x の係数を見て、偶数だったら平方の形、

奇数だったら解の公式で解こうと思いました。 

８ 

二次方程式を使って問題を解く。 文章問題は、あまり得意ではないけれど、図を描いてみたり、何を x
と置くかをはじめに考えて問題文を読みながら数を書いていったりす

ると何が何だか分からなくなったりしないのでいいなと思いました。 

※下線は総合教育センター 

第６図 学習振り返りシート 例③ 

通しを持っていることが分かる。また、自ら二次方程

式を解こうとする意欲が表れている。前時までの学習

の「生徒に身に付けさせたい力」が定着していること

により、学習への意欲が高まっていると捉えられる。

 次に、１時間目と８時間目の記述を比較する。この

生徒は、１時間目は、二次方程式を解くことを面倒で

あると感じている。しかし、８時間目には「図を描い

てみたり」、「問題文を読みながら数を書いていったり」

することが、「分からなくなったりしないのでいいな」

と記述している。図を描くことや考えながら読むこと

は、一見面倒な作業のように感じる。しかし、学習を

積み重ねることで、図を描くことで分かりにくいこと

が分かりやすくなることや、考えながら読むことで理

解が深まることという良さに気付いたのである。そし

て、「文章問題は、あまり得意ではない」けれど、図を

描くことなどで「何が何だか分からなくなったりしな

いのでいいなと思いました」と、この生徒が実際に作

業を行って気付いたことを記述している。これまでの

学習を、今後の学習にいかしていこうという、生徒の

関心・意欲に育ちが見られたと言える。 
「平成 27年度 全国学力・学習状況調査 調査結果の

ポイント」において、無回答の割合が高いことが課題

として示されている。この生徒のように、初めに考え

た方法で問題が解けないときに、他の方法で問題を解

こうとする意欲が身に付いていると、無回答の割合は

減少すると考える。このような力を身に付けさせるた
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めにも、「自ら考えようとする」意欲を適切に見取り、

評価することが大切である。 
 (3) 実践の成果 
「学習評価計画表」と「学習振り返りシート」の使

用による効果を把握するため、調査研究協力校の教員

に、聞き取りや事後アンケートを行った。聞き取りで

は、使用による児童・生徒の変容や見取りをいかした

授業づくりについて意見を聞いた。事後アンケートで

は、「学習評価計画表」を作成した感想や使用した感想

について選択と記述で質問した。「学習振り返りシー

ト」については、児童・生徒が使用したことによる効

果と教員の授業改善の意識について選択と記述で質問

した。そして、次のような意見が得られた。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
「学習評価計画表」の使用により、授業者が単元を

見通すことや単元で「児童・生徒に身に付けさせたい

力」を意識できるという効果があった。具体的な児童・

生徒の姿を意識することで、評価規準についても具体

的に設定することができ、児童・生徒を中心にした授

業づくりを行うことができると考える。 
そして、「学習振り返りシート」の使用により、児童・

生徒が、単元の始めと終わりの記述を振り返ることで、

自分自身の変容に気付くことができるという効果があ

った。また、児童・生徒の気付きやつまずきから授業

者の授業改善につながるという効果があった。 
しかし、「学習振り返りシート」から捉えた児童・生

徒のつまずきを、次時の授業で全て反映し解決するこ

とは容易ではない。事後アンケートの意見のとおり、

学習の内容ごとや単元ごとというように、中・長期的

に「児童・生徒に身に付けさせたい力」を定着させて

いくことが大切である。また、児童・生徒に「学習振

り返りシート」を記述させることだけで、授業者が児

童・生徒の変容を捉えることができるのではない。単

元の見通しを持ち、「児童・生徒の身に付けさせたい力」

を意識して授業づくりを行ったことにより、児童・生

徒の変容を見取ることができたと言える。 
児童・生徒の「関心・意欲・態度」の育ちを見取る

手立てを見いだしたことは大きな成果である。 
(4) 実践から見えた課題 

聞き取りや事後アンケートから、次のような意見も

得られた。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまで、「児童・生徒に何をさせるのか」という「学

習活動」を積み上げる授業づくりを行う傾向があった。

そのため、児童・生徒にどのような力を身に付けさせ

るかという評価の「観点」から、授業づくりを行うこ

とに難しさを感じたと考えられる。学習評価を踏まえ

た授業づくりは、児童・生徒が目標を実現したかどう

かを見取り、授業改善することが大切である。 
また、「具体的な子どもの姿」と「学習活動」の違い

が分かりづらいことが挙げられた。これは、「学習評価

計画表」と「学習振り返りシート」のねらいや構成が

が明確に伝わらなかったからであると考える。そして

「学習振り返りシート」を使用する際、児童・生徒の

どのような姿を見取り、どのような記述を促すのか、

教員が明確なイメージを持てないという課題が見られ

た。これらの課題については、「『関心・意欲・態度』

を育てるための学習評価を踏まえた授業づくり実践事

例集」において、「学習評価計画表」や「学習振り返り

シート」のねらいや構成、使用の意図を明確にし、ど

のような見取りを行うのかなどを記した。 
今後も、学習評価を踏まえた授業づくりについて広

く発信する必要がある。 

「学習評価計画表」を使用して 
・単元を通して、また１単位時間の学習の中で、「児

童にどのような力を付けようとしているか」を自

分（教員）がしっかり持つことができる。 
・生徒がどのように学習内容を理解しているかが少

しずつ分かってきた。 
・「授業が思いどおりに進まない」、「何とか生徒が

興味を持つ授業をしたいのだが…」といった授業

改善の「入り口」として必要なアイテムではない

だろうか。 

「学習評価計画表」を使用して 
・普段は、学習活動から考えてしまうことが多いの

で評価の観点から考えることが難しかった。 
・「具体的な子どもの姿」と「学習活動」の差が分

かりにくい。 
・１単位時間で予定した内容ができなかった時の修

正をどうすればよいか迷った。 
 

「学習振り返りシート」を使用して 
・（生徒が）自分の書いた最初の感想を読んで、最

初とどう変化したかを、１単位時間の学習を終え

たときに書くことができるようになった。 
・生徒自身が授業の中で得た知識や技能を意識する

ことができた。 
・生徒のつまずきが具体的に分かった。 
・授業に対する思いを書いてくれるので参考になっ

た。 
・毎回記述させることで、生徒が今日の授業で何を

理解したかということが具体的に教員側に伝わ

り、授業改善につながった。すぐに全てを改善す

るのは難しいが、章ごと、単元ごとの改善をする

ことができる。 
 

「学習振り返りシート」を使用して 
・生徒が気付きやつまずきを抱えていても、本人の

「書く力」、「表現力」に左右されるのではないか。 
・ワークシート欄に、生徒に事前に書いてほしい内

容を伝える配慮をする必要がある。 
・記入時間の確保が課題と感じた。 
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研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

本研究で作成した「学習評価計画表」や「学習振り

返りシート」を使用して、教員がねらいを持って、単

元を通した授業づくりを行い、児童・生徒の変容を丁

寧に見取ることで、妥当性・信頼性の高い「関心・意

欲・態度」の学習評価ができることが分かった。 

これまで「関心・意欲・態度」は、挙手の回数や忘

れ物の有無、「どの授業も熱心だ」という授業への取

組の姿勢や学習規律等のみで評価することが多かった。

しかし、「学習評価計画表」や「学習振り返りシート」

を使用することで、他観点と同様に授業の中で「関心・

意欲・態度」の力を児童・生徒に身に付けさせること

ができるということが分かった。 

 

２ 今後の展望 

 教員は、これまでも「児童・生徒に身に付けさせた

い力」を定着させるために授業づくりを行ってきた。

また、学習評価を通じて学習指導の充実を図ることの

大切さも理解している。しかし、それらを行う手立て

が浸透しているとは言い難い。 

今後は、研究の成果を広く発信することで、学習評

価を踏まえた授業づくりを浸透させたい。そして、児

童・生徒の「生きる力」を育成する手立てとしたい。 

  

おわりに 

 

これからの変化の激しい社会を生き抜くために、児

童・生徒に「生きる力」を育成する授業が、ますます

求められるだろう。授業の取組や学習規律で児童・生

徒を評価することも大切である。しかし、それが「関

心・意欲・態度」の学習評価であるのかということを、

教員一人ひとりが再考する必要がある。 

また、適切な学習評価を行うためには、児童・生徒

の実態を把握することが重要である。そのことにより

教員は、目標を実現した児童・生徒の姿を具体的に思

い描くことができる。そして、明確な評価規準や適切

な学習評価につながる。学習評価とは、「児童・生徒

理解」と言えるだろう。 

本研究の成果が、これからの授業づくりの視点の一

つになり、児童・生徒の「生きる力」の育成につなが

れば幸いである 

なお、研究を進めるに当たり、御指導・御助言を頂

いた元横浜国立大学教授の中村祐治先生、御協力頂い

た深沢中学校・愛川中学校・田代小学校・半原小学校

の皆様に感謝の言葉を申し添えたい。 

[協力研究所] 

鎌倉市教育センター(H26、H27） 

愛川町教育開発センター(H26、H27) 

平塚市教育研究所(H26) 

[調査研究協力校］ 

 鎌倉市立深沢中学校(H26、H27)  

愛川町立愛川中学校(H26、H27) 

愛川町立田代小学校(H27)  

愛川町立半原小学校(H27) 

[助言者] 

元横浜国立大学教授 中村祐治 
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